
【研究室のめざす方向】
ウエルネス研究室では，人をはかる技術（ヒューマンセンシング）をコアに，ICTやXRを含む広義のロボティクスを用いて，さまざまな
人の幸せに貢献することを目標に掲げています．注力テーマは「いつでも・どこでも・あなただけ」と「人と人・空間をつなぐ」です．
ターゲットユーザに受け入れられ，喜んでもらえるシステムやサービスの開発をめざしています．

【研究事例紹介】
卒論・修論の研究や，外部との共同研究から，具体的な事例をいくつか紹介します．

遠隔にいる新生児をそばに感じることが
できる赤ちゃん型ロボット
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コロナ禍によって面会制限が設けられたり，遠距
離単身赴任などで，新生児に直接会えない父親が，
離れていても赤ちゃんをそばに感じられるように
する赤ちゃん型ロボットです．病院のお母さんに
赤ちゃんの顔を見せてもらって話をしながら，赤
ちゃんの存在を感じることで，愛着をもってもら
うのが目的です．

ASD児の情動変化を
支援者に伝えるシステム

 システム構成

自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder：ASD）の子どもと
支援者をより関わりやすくするためのシステムです．

 期待すること

 情動変化推測に用いる
生体信号計測用デバイス

 システム全体のイメージ

 ASDとは
厚生労働省
ASD（自閉スペクトラム症，
アスペルガー症候群）
について

• ASD児の感情変化を早めに伝え，より迅速に対応できるようにする
• ASD児の情動調整に介入する機会を増やし，愛情形成につなげる
• ASD児の表出できない感情や行動の理解を助ける

離れて暮らす高齢者と家族をつなぐ
気配りシステム
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 システム構成

高齢者の入浴に関する情報を家族と共有することで高齢者と家族
を繋ぐシステムです．
高齢者には，入浴前や入浴中にスマートスピーカに話しかけても
らい，入浴方法についてアドバイスをします．また，入浴や体調
に関する情報を家族と共有します．

 家族が得られる情報
・その日の体調（健康，疲れている，体調が悪い）
・入浴中かどうか（入浴中，シャワー中，お風呂に入らない )
・入浴した日時 ・入浴中に起こった異常

 感覚過敏のある人の外出を助けるアプリ
感覚過敏のある人が外出する際に，事前に外出先の状況を知り，
感覚過敏の原因を回避や心の準備をすることを助けます．

特定のユーザを助ける
スマホアプリ

地図やキーワードで検索すると投
稿者の感覚過敏タイプとの類似度
とともに情報が提示されます

外出前：情報の検索外出先：情報の投稿事前：ユーザ登録

外出先で地図をポイント
してしんどさの原因にな
る情報を入力します

感覚過敏についての質問に
答えることで，感覚過敏の
タイプが登録されます

 スマホ依存対策を目的としたアプリ
スマホ利用を自分でコントールできる
ようになることを助けます． 1. 自分で利用時間を設定

し超過すると通知
2. 運動のリコメンド：ス
マホからの離脱のきっ
かけと運動による症状
改善

3. 記録と祝福：モティ
ベーション持続

4. 運動後の離脱促進：次
のタスク提示とスマホ
を閉じたくなるような
アニメーション

4つの機能

閉鎖空間の患者のための
ウエルネスシステム

 閉鎖空間の患者のストレス緩和
360 °インタラクティブ動画を壁と天井にプロジェクションマッ
ピングし空間の拡がりを感じさせます．コントローラや音声指示
で見渡しやズームイン・アウトできるようにし存在感を与えます．

血液がんの治療に造血幹細胞移植があります．この治療の前後に
は患者さんは無菌室という閉鎖空間で長ければ１か月以上の治療
を受けることがあります．この間，患者さんは外出できず家族と
も窓越しでしか面会できません．そこで患者さんのストレス緩和，
家族との体験共有という２つの課題に取り組んでいます．

大阪国際がんセンター血液内科との共同研究，科研費基盤研究(C)18K10728

 患者と家族の体験共有
家族が持つ360°カメラの映像を壁に投影したり，HMD（ヘッド
マウントディスプレイ）に提示します．患者さんは見たいところ
を見ながら家族と会話します．

遠足や運動会などのイベント・家族団らん

体験会の映像 無菌室のようす

未成年入院患者の
学校教育・生活への参加支援

学業の問題は入院患者の悩み事の上位に挙げられます．
そこで，複数の種類のテレプレゼンスロボットを活用して，学校教
育・生活への遠隔参加を支援するプロジェクトに取り組みました．
座学だけでなく，グループワークや行事への参加，休み時間に友人
と交流（ワイワイ・ガヤガヤ）できるシステムを目指し，実証実験
を行って多面的な評価を行いました．改良すべき点は多々あります
が，患者にも教室の生徒にも受け入れられ，ポジティブな効果が期
待されています．

テレポート

Kubi
卓上型
上下左右の首振り

Keigan
持ち運び用
左右の首振り

temi
自走式
左右の首振り

遠隔（病室など）の生徒
学校側：テレポートシステムコンセプト

大阪工業大学ライフサイエンス倫理審査委員会(2020-11-1)，
大阪国際がんセンター認定臨床研究審査委員会・倫理審査委員会(20125) の承認を得て実施

実証実験景

休み時間に友人と
交流

座学の授業に出席 グループワークに参加

座学の授業に出席

休み時間に友人と交流

2020年度「未成年⼊院患者の学校教育(⽣活)参加⽀援に関する調査開発研究」(一財)ニューメディア開発協会が受託
した(公財)JKAの競輪の補助事業として実施．一般財団法人ニューメディア開発協会 https://www2.nmda.or.jp/
iPresence合同会社, 大阪国際がんセンター，大阪市立総合医療センター，名古屋市立大学，複数の高校が参画．
学内ではRD学部赤井愛准教授，情報科学部鎌倉快之准教授と共同．
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